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るのである｡ どんな体制下でも ･統制された研究活動 と自由な個人的活動とが
相補 うことが必要なのであるO 同様.私的な資格における個人 ,ま.たはグルー
プが ｢公的機関｣ と独立に活動する余地を認めることは基本的な重要性をもっ
ているoL
かつての物性論研寵 の創刊も.戦後のその再刊も.またこの物性研究.a)発行
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.∫
ひ ろ ば
もprivateな ものであるoProgresBも基研ができる前 ,priv畠teに出発
した. 物理学に大きな影響を与えてきたこれらの活動をprivateだか らいけ
ない∴というべきであろうか｡そういう活動も少くも最初は個人のprivate
の活動として始まる｡ 学会もそうである｡ そういうものがだんだん成長して親
紐化されてゆ くoPrivateな活動は.禁圧すべきものではなくて､皆で育て
伸ばしてゆくべきものである｡批判と助言はその最も大切な肥料である｡
私たちの企画したsuⅢneri.nstiもuteも､上にいったような先例と同じよ
うに.今後成長してゆくことをこい願っている｡ もつとしっかりした. もっと
理想的な形にだんだんにもってゆきたいOいろんな形が考えられよラ.基節や
物性研あるいはどこかの大学が.政府予算を得て行なう定常的事業 ,物理学会 叫
が実力をたくわえてやる.物理学関係の既存の財団.あるいは新しい財団の事
業､ どれであってもよい｡適切な範歳をつくり､研究者の自主的な判断で､理.
論物理に必ずしも限らず､理論と実験の密捷な連携ある分野を含め.欧米のみ
ならずアLyア諸国からの唐瀞な人々を迎えて.インフォ-マルな空気の中に.
いわゆる国際会議とはまたちがった研究交流の場 となるsumnerinstitute,
それは国境や政治的信条を越えた科学者 としての相互の理解を通じ､共通の意
識を生み.やがてこの世界の対立を消し去ることにも.科学者として貢献する
であろう｡
冒ざすところは､私たちも若手の人々も同じであると信ずる｡ 丁危輯｣-~とし
ての批判は有発く頂戴し､今後さらに建設的な御意見を期待したい.魔は表明
されたような危険はないと患っているが_. ｢将来｣については皆さんの御協力
を得なければどうにもならないOあんまり先を急がずに. じらくり進むより方
法はないので.足を地Kつけて応援 して頂きたいo (1965-4-10)
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